
















Ⅰはしがき 

先天異常のモニタリングにおいて,その発生状況を継続的に監視し,もし発生頻度に変化を

生じたら,それをいち早く発見することが,なによりも重要なことである。これまでに考察

された諸点 1-6)をまとめると次の通りである。 

1)経時的に調査数(分母)がほぼ一定であれば,異常実数(分子)を監視すれば十分である。 

2)異常実数は小さいので,変動限界としてポアソン確率による 90%信頼区間を設定すすな

る。 

3)異常実数の一時的変化を監視するには Z 法がよく,異常実数の累積和を用いて長期的な

異常の上昇(下降)傾向を監視することができる。 

4)観察された変化がみせかげである(第一種の過誤)の確率と異常数の変化を見過ごす(第

2種の過誤)の確率の両方を評価するには集計期間を適切に設定できる逐次検定法がある。 

5)統計的に有意な変化が発見された場合,その原因として考えられるのは①誤診,集計上の

ミス等の人為的誤り,②モニタリングシステムの統計的性質,③変異原による,等が挙げら

れる。 

しかし,その後のモニタリングの経験から,1)については経時的に調査数(分母)が減少する

傾向がみられた。3)については累積和の方法がモニタリングに効果的であるか,今一つはっ

きりしない。5)については出生前診断によると見られる変化が無脳症に生じたことなどの

諸点を見直す必要に迫られることになったので,神奈川県モニタリングの資料で検討して

みることにした。 


